
現状と課題を踏まえて、藤巻町の目才旨す将来のまちの姿を次のように構想しました。

2-理   巻藤」の ″まちがくり″の方針

●東山植物園に隣接し、周辺の自然と調和した
″
緑豊かな低層戸建て住宅

″
、

″
風致地区のなかの住宅地

″
といつた静かな住環境を好む人々に好まれる

〃
まちづくり

″
。

●あたかも公園緑地の一画のような藤巻の環境 。生活の魅力を生かした
″
まちづくり

″
。

●名古屋市民が憩う公園緑地としての役割にも寄与する
″
まちづくり

″
。

鳳―…X l等来の土地利鷺ジーンイメージ

将来のまちの姿を大きく3つのゾーンに分けて提案します。

]ギ]□歯 隠 樹黙地ゾーン

:広域的な緑の連続を保つゾーンと

なるように、西方の東山公園の緑

地と東方の新池周辺の緑地を繋ぐ

機能を担う樹林地として保存する

ゾーン

幸醸馨人と生物をつなぐ遊歩道

0●●人と森をむすぶ /Jヽ路

1,ご録が■生す4===ハ ■ l´

:都市計画の見直し等を踏志え、

将来ともに長〈里山的環境として緑

地 (森や農地)と住宅が調和して

共存するゾーン

:早期に公園事業着手を期待する

ゾーンであるが、都市計画の見直

し等を踏まえ、将来的には土地収

用法の手続き保留制度を適用し住

宅と樹林地公園が共存するゾーン
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■早期の公園事業着手が期待 されている一部の区域では

もし早期に公園事業への着手が可能な場合は、この太黒枠の範囲

内にある「人と緑が共生するまち B」 は公園区域として整備を図

ることも考えられます。ただしその場合には、現在居住する住民

の都合に合わせて住み続けられるよう、長期的な見通 しで公園事

業が進められること、居住者が住む間は住環境の改善努力が図ら

れることが前提となります。 (※ 詳しくは構想書の本編を参照 )


